
緒 言

北海道における従来のアズキ収穫では，莢の完熟を待

たず，熟莢率 ％程度となる時期にビーンハーベス

タなどで刈り倒し，手作業による島立て，ニオ積みを経

て圃場で乾燥してから脱穀が行われてきた。これらの作

業は多くを人手に頼るので，労働時間は アールあたり

時間と長く，作業強度が大きい腰曲げ姿勢が多い

ため，栽培面積の大きい生産者からは機械導入による省

力化と軽労化が強く求められてきた ）。

これに応えてアズキ作付けの多い十勝地方では 年

代前半に，刈り取りながら直接ニオに積むトラクタ直装

式ニオ積み機が実用化され，次いで完熟期に刈倒し，ニ

オ積みせずに拾い上げ脱穀する省力的なピックアップ収

穫体系が検討された。アズキは完熟すると莢が裂けやす

いため機械収穫時の損失低減が求められ，完熟期以降の

機械収穫による加工適性の劣化も懸念された。 年に

は，ビーンハーベスタとピックアップ装置付き収穫機に

より ％以下の損失で収穫が可能であることから，ピッ

クアップ収穫体系が十勝地方の初霜害の発生頻度が低い

地域で普及可能であり，ニオ積み体系よりも収穫適期が

遅くなることに対しては密植による成熟期促進で対応で
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北海道におけるアズキの機械収穫体系について，既にピックアップ収穫技術の適応可能性が明らかとなっ

ている十勝中央部以外における適応性及び上川・道央地方におけるコンバイン直接収穫技術の適応性を検証

した。十勝中央部における生育と同様に，十勝山麓及び沿海地域，網走地方においても密植栽培によってア

ズキの成熟期や完熟期を早めることができる。生育遅延年を除き，各地域における霜害の危険度を考慮し，

適切な品種を選択した上であれば，ビーンハーベスタとピックアップ装置付きスレッシャあるいはピックア

ップヘッダを装着した普通コンバインを用いたピックアップ収穫体系の適用が可能である。この際，密植栽

培によって標準栽培よりも収穫損失を低減させることができ，収穫損失 ％未満での収穫が可能である。上

川・道央地方においては，完熟期以降 週間以内におけるアズキの外観品質の低下程度は小さく，コンバイ

ンで直接収穫したアズキの外観品質は島立てよりも優れ，ニオ積みに匹敵するため，この範囲で速やかに収

穫を行うことが望ましい。倒伏なしから倒伏程度が“多”の作物条件における直接収穫では，ロークロップ

丸鋸刃及びリールヘッダの 条刈コンバイン 機種によって損失を ％にとどめることができる。ピックア

ップ収穫，直接収穫ともに適期に機械収穫されたアズキの機械的損傷の発生率は最大 ％にとどまる。収

穫，調製後のアズキの品質，加工適性には標準ニオ積みと機械収穫による差は認められず，むしろ地域間，

年次間の差が大きい。以上より，ビーンハーベスタ，スレッシャ，コンバインによるピックアップ収穫体系

及び，コンバインによる直接収穫体系は北海道における良質なアズキ生産のための省力的収穫体系として利

用できる。
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きることが明らかにされた ）。しかし，技術の適用地帯

が限られることから，十勝中央部よりも気温が低く，初

霜害発生の危険性が高い十勝山麓，沿海地域，網走地方

のアズキ産地におけるピックアップ収穫体系の適応性の

検討が求められ，本試験において，これら地域における

現地栽培試験を実施して，密植の有効性，ピックアップ

収穫特性を確認した。

また，上川・道央地方においてはアズキの収穫が水稲

やバレイショなど他作物の収穫作業と競合し，他作業の

後回しとなって適期収穫されないことが多い。収穫適期

後もほ場で放置される間に降雨にあたり，外観品質の低

下を起こすことがあった。そこで，コンバインの導入に

よって省力化と適期収穫の徹底をはかることを目的に，

現地収穫試験を実施し，外観品質低下とコンバインによ

る収穫損失を最小限度にとどめ得る条件を明らかにし

た。

一方，アズキは実需者から品質として一定範囲の安定

した種皮色と風味が求められており ），種皮色はあん色
）に，百粒重はあん粒子径 ）に，煮熟増加比はあん収率 ）

に影響を及ぼすことが知られている。このため，完熟期

以降に収穫する機械収穫体系により得られたアズキと従

来の収穫体系で得られたアズキの加工適性を従来法と比

較検討した。

試験方法

．ピックアップ収穫体系の適応性検討

試験場所，供試品種及び試験区

更別村において エリモショウズ を 年

年，芽室町で エリモショウズ を 年， 年，

しゅまり を 年に栽培し，各々標準区（畦間

株間 ， 粒播），密植区（畦間 株間

， 粒播）を設けた。また，網走地方の津別町に

おいて エリモショウズ を 年 年栽培し，標

準区（畦間 株間 ， 粒播）， 倍密植区

（畦間 株間 ， 粒播）， 倍密植区 （畦間

株間 ， 粒播）， 倍密植区 （畦間

株間 ， 粒播）を設けた。また北見農試場内に

おいて エリモショウズ と サホロショウズ を

年と 年に栽培し，標準区（畦間 株間 ，

粒播）， 倍密植区（畦間 株間 ， 粒

播）を設けた。

収穫作業体系と供試機

完熟期に達した時点でアズキを刈り倒し， 日間

地干しを行った後に拾い上げ，脱穀する収穫方式をピッ

クアップ収穫体系と呼称した。

ピックアップ収穫体系では，刈り倒しに自走式の 条

刈りビーンハーベスタ，拾い上げ及び脱穀には 条寄せ
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表 ピックアップ収穫体系の供試機主要諸元

機種 ビーンハーベスタ ピックアップ
スレッシャ

ピックアップコンバイン

機体寸法 全長 （ ）
全幅 （ ）
全高 （ ）
重量 （ ）

機関出力 （ ） （ 駆動）
走行部 形式 ゴムクローラ自走式 ゴムクローラ自走式 ゴムクローラ自走式 トラクタけん引式
収穫条数
刈り取り部 刈り刃 丸鋸刃

刃寸法 （ ） 直径
周速度 （ ） 外 ，内
高さ調節範囲（ ）

ピックアップ装置 突起付きチェーンコンベヤ
集列数

脱穀部 方式 直流式（ 扱ぎ胴） 軸流式 軸流式
扱胴型式 ワイツースこぎ歯 スクリューロータ スクリューロータ
外径 幅 （ ）
回転数 （ ） （ 年は ）
周速度 （ ） ，
受け網 分割 分割

丸穴 格子 格子
その他 番口 番口

揺動棚還元 揺動棚還元
選別部 方式 揺動・圧風 揺動・圧風 揺動・圧風

シープ面積 （ ）
穀粒タンク容量 （） （ 俵）



竹中 秀行 他 アズキの機械収穫条件と品質

用ピックアップ装置を ユニット装着したトラクタけん

引式スレッシャ（以降ピックアップスレッシャ）または

ユニットを つ装着したピックアップヘッダを装着した

普通コンバイン（以降ピックアップコンバイン） 機種

（ 機， 機）を供試した。ビーンハーベスタの刈り取

り部は丸鋸刃のロークロップヘッダで，ピックアップコ

ンバイン及びピックアップスレッシャの拾い上げ部は突

起付きチェーンコンベヤである。ピックアップスレッシ

ャの脱穀部はワイヤーツースこぎ歯の 列直流式シリン

ダで，ピックアップコンバインの脱穀部はいずれもスク

リューロータによる軸流式である（表 ）。

調査項目及び方法

）収穫損失と収穫条件

ピックアップ収穫ではビーンハーベスタによる子実の

刈り残しや落粒，落莢，枝落ちによる損失，ピックアッ

プスレッシャ及びピックアップコンバインによる拾い上

げ損失の他，排わら口からの排出物及びグレンタンクへ

の収納物を 区間，それぞれサンプリングし，各々試

験用脱穀機と唐箕を用いて子実を再分離し，脱穀選別損

失を算出した。サンプリングしたグレンタンク内穀粒か

ら均分器で を抽出し，水分及び一般組成を分析し

た。運転条件として刈り刃やピックアップ装置の作用高

さ，作物条件として収量，残葉量，子実，莢及び茎水

分，倒伏程度，最下莢先高さ，主茎長を測定した。

）外観品質等

脱穀した子実の屑粒率を調査し，北見農試場内におい

てのみ煮熟増加比を調査した。屑粒率として未熟粒，腐

敗粒，発芽粒，虫食粒などを分類した。煮熟増加比は成

熟期，完熟期，完熟期後 週後， 週後及び 週後にサ

ンプリングした整粒を 分煮熟処理，或いは 分

オートクレーブ処理を行い，原粒乾物重に対する重量増

加比を算出した。

．コンバイン直接収穫体系の適応性検討

試験場所，供試品種及び試験区

北村，ニセコ町，美瑛町において エリモショウズ

を，士別市では きたのおとめ を供試し，いずれのほ

場においても 年 年の 年間，同一の栽植密度

で栽培を行った。北村では畦間 株間 ，ニセ

コ町では畦間 株間 ，美瑛町では畦間

株間 ，士別市では畦間 株間 と

した。同一ほ場の中にニオ積み区，島立て区，長期島立

て区，立毛区を設け，収穫した子実の外観品質を比較し

た。ニオ積み区は刈倒し後， 日間島立て乾燥し，

日間ニオ積み後，脱穀した。島立て区は刈倒し後

日間島立て後，脱穀した。長期島立て区は島立て

区の一部を更に 日間継続して島立て後，脱穀し

た。立毛区はコンバインによる直接収穫を想定し，完熟

期以降 日間ほ場に立毛のまま放置し，コンバイン

またはスレッシャで脱穀した。立毛区の収穫とほぼ同

日，同一ほ場においてコンバインによる機械収穫試験を

実施した。

収穫作業体系と供試機

完熟期に達したアズキを立毛のまま直接刈り取りなが

ら脱穀する収穫方式を直接収穫体系と呼称した。

直接収穫には 条刈りコンバイン 機種と 条刈り汎

用コンバイン 機種を用いた。 条刈りコンバイン 機

種は刈取装置が丸鋸刃のロークロップヘッダ（ 機），

リールヘッダ（ 機），分割レシプロ刃のロークロップ

ヘッダ（ 機）の 種類である。 機の脱穀方式はラス

プバーと抵抗板による直流式でコンケーブを持たない。

， 機はワイヤーツースこぎ歯の軸流式脱穀部を持

つ。 条刈り汎用コンバイン 機種のヘッダは分割レシ

プロ刃のロークロップヘッダ（ 機），リールヘッダ

（ 機）の 種類で，脱穀部はいずれもスクリューロー

タによる軸流式である（表 ）。

調査項目及び方法

）収穫損失と収穫条件

直接収穫においては，コンバインの刈り取り部下に落

下した子実や莢を 区間採取し，刈り取り損失を求め

たほか，ピックアップ収穫と同様に脱穀選別損失を求め

た。運転条件として刈り刃の作用高さを測定した，作物

条件はピックアップ収穫と同様とした。また，直接収穫

における刈高さは畦の頂部を基準とした刈り刃の高さと

した。

）外観品質

上川・道央地方産については脱穀した子実の屑粒率，

濃赤粒率，種皮色を調査した。屑粒率として未熟粒，腐

敗粒，発芽粒，虫食粒などを分類し，濃赤粒率は被害粒

に該当しない色の濃い粒を食糧事務所の基準により分類

し，それぞれ原料中の重量割合を算出した。種皮色はミ

ノルタ社製二次元測色システム を用い， 試

料につき の測定面を約 万画素に分割し

て測定した。臍部及び子実間隙にできた陰影を除くた

め， （ ）， （ ）， （

）の範囲のドットを抽出し，平均して求めた。

．収穫方法と加工適性

試験場所，供試品種及び試験区

収穫体系の適応性検討で得られた小豆から，地域や収

穫法別のサンプルを調製して加工適性を調査した。

年は芽室町のピックアップスレッシャ収穫区，津別町の

ピックアップコンバイン収穫区，北村及び美瑛町のニオ

積み収穫区， 年は十勝農試の島立て収穫区，津別町

ピックアップコンバイン収穫区，北村ニオ積み収穫区，

美瑛町のニオ積み区及びコンバイン直接収穫区， 年



は十勝農試ニオ積み収穫区，津別町ピックアップコンバ

イン収穫区，北村ニオ積み収穫区，ニセコ町のニオ積み

及びコンバイン直接収穫区からサンプルを採取した。

調査項目及び方法

水分，成分含有率，種皮色，煮熟増加比，あん収率，

あん色，あん粒径を測定した。水分は ・ 時間

法，種皮色は ガラスセルに詰め（複粒法），色

彩色差計（東京電色 ）により測定した。

煮熟増加比はアズキ に 倍量の水を加え，オートク

レーブ内で ， 分煮熟後の重量を測定し，原粒乾

物重量に対する煮熟重量の割合を算出した。あん収率は

アズキ に 倍量の水を加えて， で 分煮熟

し， の篩上でつぶして種皮を分離し，約 倍量

の水でデカンテーションを 回繰り返し，さらしでしぼ

って生あんを得，使用した原粒乾物重量に対する得られ

た生あんの乾物重量の割合を算出した。あん色は生あん

または加糖あんをガラスセルに詰め，種皮色と同様に測

定した。あん粒径は上記の条件で得られた生あんの平均

あん粒径（最頻値）を，レーザー回折式粒度分布測定装

置（島津 ）により測定した。

結 果

．道東地方におけるピックアップ収穫体系の適応性

気象及び生育収量

十勝地方の 年と 年は，生育期間全体を通じて

概ね高温に経過した。 年の 月下旬 月上旬は最

高気温 前後と極めて高温であったため花蕾が落下

し，主茎中位節の着莢数が少なかった。 年は，登熟

後期に曇雨天が続いたものの，生育は旺盛で倒伏が著し

かったが，高温による着莢障害はなかった。密植によっ

て完熟期が 日早くなり，子実重は標準比 ％であっ

た。 年は， 月 月中旬まで高温で初期生育は旺

盛であったが， 月上旬に厳しい低温となり，開花・着

莢の停滞，花粉稔性低下による一莢内粒数の減少あるい

は落花などの障害が認められた。天候回復とともに着莢

は進んだが，登熟は遅延した。芽室町の成熟期は平年よ

り遅れたが，密植は標準より登熟が早く，標準での熟莢

率が 月 日の調査時点で ％であるのに対し完熟期に

達した。更別村は，低温のため登熟が大きく遅延し，密

植，標準とも成熟期に達しないまま 月中旬後半に強い

霜害を受けた。 月 日の収穫期における熟莢率は，密

植が ％，標準が ％と，密植の登熟促進効果を確認で

きた（表 ）。
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表 直接収穫体系の供試機主要諸元

機種
豆用コンバイン 汎用コンバイン

機体寸法 全長 （ ）

全幅 （ ）

全高 （ ）

重量 （ ）

機関出力 回転数 （ ）

走行部 形式 自走式ゴムクローラ

接地長 幅 （ ）

変速方式 副 段 副 段 副 段 副 段 副 段

刈り取り部 形式 ロークロップ リール ロークロップ ロークロップ リール

条数

刈り幅 （ ）

刈り刃 丸鋸刃 レシプロ刃 分割レレシプロ刃 分割レレシプロ刃 レシプロ刃

刃寸法 （ ） 直径 幅

適応畦間 （ ） または

ゲージホィール直径 （ ） （幅 ）

個数 （個）

高さ調節範囲 （ ） ゲージ輪 刃先
ク

ローラ接地面 刃先 ゲージ輪 刃先 ゲージ輪 刃先 クローラ接地面 刃先

脱穀部 方式 直流式 軸流式 軸流式 軸流式 軸流式

扱胴型式 ラスプバー ワイヤツースこぎ歯ワイヤツースこぎ歯 スクリューロータ スクリューロータ

外径 幅 （ ）

回転数 （ ）

周速度 （ ）

脱穀調節 送塵抵抗板 送塵抵抗板 送塵抵抗板 送塵抵抗板

受け網 なし 分割 分割 分割 分割

丸穴 格子 格子 格子 格子



竹中 秀行 他 アズキの機械収穫条件と品質

津別町における成熟期・完熟期は， 年間を通じて密

植ほど早まる傾向がみられ， 倍密植区における株間・

株立本数の違いによる差は小さかった（表 ）。北見農

試場内において早生の サホロショウズ ，中生の エ

リモショウズ ともに成熟期，完熟期は密植によって早

まった。 年は成熟期以降高温，乾燥条件で推移し，

密植による サホロショウズ の完熟期の差は 日に留

まったが， エリモショウズ では 日早まった。

年は成熟期以降の降雨が多く，密植により サホロショ

ウズ の完熟期は 日早い 月 日， エリモショウ

ズ は 日早い 月 日となった。 年は低温に推移

して生育が遅延した上，成熟期，完熟期ともに遅れ，密

植では サホロショウズ の完熟期は 日早い 月

日， エリモショウズ では 日早い 月 日となった

が 月 日に霜害を受けた（表 ）。

ビーンハーベスタによる収穫損失

十勝地方で，倒伏程度が中 多の ， 年更別村

と倒伏程度が甚でも 向かい刈り を行った 年芽室

では，ビーンハーベスタ作業の損失合計は標準区，密植

区とも ％と少なかったが，その他の試験地で

は，倒伏程度が多 甚での往復刈り作業を行ったため，

落莢損失も加わって ％と多かった（表 ）。

網走地方では，いずれの年も完熟期以降 週経過

し，ビーンハーベスタ作業の損失合計が多く発生した。

これら損失の多くは落粒及び落莢損失で，刈り遅れが原

因である。特に倒伏程度が甚の 年は，隣畦の枝が絡

み，刈り取り搬送時に莢割れによる落粒・落莢の他，

個の莢の付いた落枝の発生が目立ち，栽植密度との

関係では，密植にするほど落粒・落莢・枝落損失が少な

い傾向にあった（表 ）。

表 十勝地方における生育収量

年次 試験地
栽植
様式

完熟期
（月日）

収穫期
（月日）

倒伏
程度

子実重
（ ）

慣行
対比

屑粒率
（ ）

検査
等級

芽室町
標準 多 下

密植 多 下

更別村
標準 中 中

密植 多 中

更別村
標準 中

密植 中

芽室町
標準 甚 外

密植 甚 外

更別村
標準 甚 外

密植 甚 外

注 収穫期における熟莢率。

表 津別町における生育収量

年次 栽植密度
成熟期
（月日）

完熟期
（月日）

倒伏
程度

子実重
（ ）

慣行
対比

屑粒率
（ ）

検査
等級

標 準 少 下

倍密植 少 下

倍密植 少 下

倍密植 少 下

標 準 甚 中

倍密植 甚 中

倍密植 甚 中

倍密植 甚 中

標 準 少 中 外

倍密植 少 中 外

倍密植 少 中 外

倍密植 少 中 外

表 北見農試における密植による熟期の変動

品種名
栽植
様式 成熟期 完熟期 成熟期 完熟期 成熟期 完熟期

サホロ
ショウズ

標準

密植

エリモ
ショウズ

標準

密植

備考 月 日初霜

表 十勝地方におけるビーンハーベスタ収穫損失

試験場所 芽 室 町 更 別 村

試験年次

収穫期日

倒伏程度 多 甚 甚 多 中 中 甚

栽植様式 標準 密植 標準 密植 標準 密植 標準 密植 標準 密植 標準 密植

落粒（ ）

落莢（ ）

枝落ち（ ）

刈り残し（ ）

損失合計（ ）

備考 向かい刈り

エリモショウズ エリモショウズ



ピックアップスレッシャの収穫損失

更別村のみで調査を行った。扱ぎ胴回転数を

とし，作業速度 で収穫した結果， 年，

年とも拾い上げ時の落粒損失がやや多く，損失合計は

％で，密植の方が少なかった。

年は，完熟期前の強い降霜のため莢・茎の乾燥が

進まなかった。莢や茎の水分が高いと脱穀機内の流れが

悪くなるほか，脱穀部の完熟粒が霜害粒の汁液で濡れ，

選別精度が低下するため，扱ぎ胴回転数を 割高い

とし，風量を多くして未熟莢を機外に排出する

よう調整した。作業速度 でピックアップ

収穫を行った時の拾い上げ損失は，標準区が ％，密

植区が ％と同程度であった。脱穀部の回転数を高め

ても，未脱損失は茎水分 ％の標準区では ％，茎水

分 ％の密植区では ％発生した。選別損失は標準

区，密植区ともに ％の発生であった。ピックアップ

スレッシャの損失合計は，標準区が ％，密植区で

％と同程度であった（表 ）。スレッシャによる子実

の損傷率は最大 ％であった。

ピックアップコンバインの収穫損失

芽室町では 日間地干し後ピックアップ収穫を行った。

年は落粒や落莢が多発し， 年は標準区，密植

区とも落粒損失が ％程度発生した。拾い上げ損失は，

両区に明確な差異は認められず，密植区が ％と標準

区の ％よりも若干少なかった。脱穀選別損失は両区

とも ％であり，損失合計は，標準区が ％，密植区

で ％であった。 年は，作業速度を

まで低下させ，拾い上げ損失は標準区が

％，密植区が ％であった。茎水分が ％以上と高

いことから，送塵弁を開けて抵抗を減じ，子実が濡れな

い程度に脱穀部滞留時間を短く設定したところ，未脱損

失は茎水分 ％の標準区で ％，茎水分 ％の密植区

で ％，選別損失は標準区で ％，密植区で ％

と，密植区が小さい値となった（表 ）。コンバインに
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表 網走地方におけるビーンハーベスタの収穫損失（ 年， 年）

試験場所 津別町

試験年次

収穫期日

倒伏程度 少 少 少 少 甚 甚 甚 甚 少 少 少 中

栽植様式 標準 倍
密

倍
密植

倍
密植 標準 倍

密
倍

密植
倍

密植 標準 倍
密

倍
密植

倍
密植

落粒（ ）

落莢（ ）

枝落ち（ ）

刈り残し（ ）

損失合計（ ）

備考 エリモショウズ

表 更別村におけるピックアップスレッシャの
収穫損失

試験年次

収穫期日

栽植様式 標準 密植 標準 密植 標準 密植

作業速度 （ ）

子実水分 （ ）

莢水分 （ ）

茎水分 （ ）

子実流量 （ ）

茎葉流量 （ ）

落粒 （ ）

落莢 （ ）

枝落ち （ ）

拾い上げ損失 （ ）

未脱損失 （ ）

選別損失 （ ）

脱穀選別損失 （ ）

損失合計 （ ）

注 年における は霜害粒を除いた値。

表 芽室町におけるピックアップコンバインの
収穫損失

年次

収穫期日

栽植様式 標準 密植 標準 密植 標準 密植

作業速度 （ ）

子実水分 （ ）

莢水分 （ ）

茎水分 （ ）

子実流量 （ ）

茎葉流量 （ ）

落粒 （ ）

落莢 （ ）

枝落ち （ ）

拾い上げ損失 （ ）

未脱損失 （ ）

選別損失 （ ）

脱穀選別損失 （ ）

損失合計 （ ）



竹中 秀行 他 アズキの機械収穫条件と品質

よる子実の損傷率は最大 ％であった。

津別町では ヶ年とも刈り遅れであり， 年におけ

る拾い上げ損失は，標準区よりも密植区で少なかった。

栽植密度に係わらず未脱損失は僅少であり，選別損失は

％発生した。損失合計は標準区で ％，密植

区で ％前後であった。 年は刈り遅れで莢割れが

多く，拾い上げ損失が多発し，その多くは落粒損失であ

った。損失合計は，標準区が ％で，密植になるほど

低下する傾向にあるが， 倍密植区でも ％発生した

（表 ）。 年は莢水分 ％において，作業速度別

に収穫試験を行った結果，作業速度が早くなるほど拾い

上げ損失は減少する傾向が見られ，さらに栽植密度が高

いほど損失は減少した（図 ）。脱穀選別損失は，作業

速度に係わらず未脱損失，選別損失ともに僅少であっ

た。損失合計は，標準区が ％で，密植になるほ

ど低下する傾向にあった（表 ）。

表 津別町におけるピックアップコンバインの収穫損失（ 年， 年）

試験年次
収穫期日
栽植様式 標準 倍密植 倍密植 倍密植 標準 倍密植 倍密植 倍密植
作業速度 （ ）
子実水分 （ ）
莢水分 （ ）
茎水分 （ ）
子実流量 （ ）
茎葉流量 （ ）
落粒 （ ）
落莢 （ ）
枝落ち （ ）
拾い上げ損失 （ ）
未脱損失 （ ）
選別損失 （ ）
脱穀選別損失 （ ）
損失合計 （ ）

表 津別町におけるピックアップコンバインの収穫損失（ 年）

試験年次
収穫期日
栽植様式 標準 倍密植 倍密植 倍密植
作業速度 （ ）
子実水分 （ ）
莢水分 （ ）
茎水分 （ ）
子実流量 （ ）

茎葉流量 （ ）

落粒 （ ）
落莢 （ ）
枝落ち （ ）
拾い上げ損失 （ ）
未脱損失 （ ）
選別損失 （ ）
脱穀選別損失 （ ）
損失合計 （ ）

図 ピックアップコンバインの作業速度と拾

い上げ損失（ 年津別町）



ピックアップ収穫体系における収穫時期と子実の

外観品質及び煮熟増加比

年は成熟期が平年より大幅に早まり，完熟期でも

霜害のおそれはなく，収穫期前後が少雨傾向で推移した

ため，収穫時期による外観品質の明確な差は認められな

かった。しかし，煮熟増加比は収穫時期が遅れるほど低

下する傾向がみられた。 年は，成熟期以降気温の高

い状態で降雨が続いたため，成熟期から時間が経過する

ほど雨害粒や腐敗粒が増加し，外観品質が低下したが，

煮熟増加比は 年ほど低下しなかった。 年は生育

が遅延し，成熟期以降多雨であったが，平均気温が

以下と低く推移し，外観品質及び煮熟増加比に大きな変

化はなかった（図 ，図 ）。

．上川・道央におけるコンバイン直接収穫体系の適応

性

気象及び生育収量

年の生育期間中は各試験地とも高温に経過し，ニ

セコ町では莢先熟となり二次生長も見られた。倒伏は各

試験地とも程度が軽かった。成熟期以降の平均気温は

月上旬 中旬まで高く推移し，降雨は比較的少なかっ

た。

年の生育期間は高温に推移し，ニセコ町，美瑛町

では子実重は であったが，士別市の生

育は他の試験地よりも劣り，子実重は であっ

た。倒伏はニセコ町で多く，北村で少程度発生していた

が，美瑛町，士別市は無 微程度であった。成熟期以降

の気象は 月中旬までは高温で， 月中旬を中心に降雨

が多かった。

年は各地とも初期生育は順調であった。美瑛町で

は茎疫病が発生したが，生育は良好であった。士別市・

北村では倒伏が少程度発生した。成熟期の 月中旬以降

は前 ヵ年に比べると平均気温は低く，降水量も少ない

傾向であった。

上川・道央地方における収穫法と外観品質

種皮色は年次，場所による差に比べ，ニオ積み，島立

て，長期島立て，立毛といった収穫処理による差は小さ

かった。濃赤粒率は生育期間中，成熟期以降も高温で推

移した 年の値が大きかった。
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図 アズキの成熟期以降の煮熟増加比（北見農試）

図 アズキの成熟期以降の屑粒率（北見農試）



竹中 秀行 他 アズキの機械収穫条件と品質

屑粒率は生育期間中及び成熟期以降とも高温で推移

し，降雨も多かった 年の値が大きかった。処理別に

見ると，島立てで圃場乾燥中に降雨にあった場合，屑粒

や濃赤粒などの被害粒が増加して外観品質を大きく損な

うことがあった。ニオ積み区では短期間の島立て後速や

かにニオ積みできれば，被害粒の発生は少なく外観品質

を維持できたが，ニオ積み前の島立て期間中に降雨を受

けた場合，立毛区よりも雨害粒が増すことがあった。島

立て区は降雨がない場合はニオ積み区との差は見られな

かったが，島立て後 日以上放置すると降雨によって屑

粒率が増加し，特に高温年の 年で甚だしかった。極

端な莢先熟では島立て期間中の少量の降雨でも屑粒率が

増加することがあった（表 ）。

上川・道央地方におけるコンバイン直接収穫によ

る収穫損失

アズキの直接収穫では刈り高さが高いほど収穫損失は

増大し，刈り取り部の損失がその多くを占めた。刈り取

り部が丸鋸刃の 機は，刈り刃の高さを畦頂と同じか畦

頂よりも低く調整できるため，刈り残しはほとんど発生

せず，刈り取り部損失の大半は落粒・落莢による損失で

あった。刈り刃を最下莢先と同程度から 下までの

範囲に設定すれば刈り取り部損失は ％程度，主茎が屈

曲している場合でも 低く設定すれば ％程度

であった。他の機種の刈り取り部はレシプロ刃のため刈

り刃の高さを畦頂よりも下に設定することはできず，い

ずれも 機よりも刈り取り部損失は大きな値となること

が多かった。ただし， 機の 条リールヘッダでは刈り

刃を最下位置の莢先端よりも 程度上になるよう設

定すれば刈り取り部損失 ％程度での収穫が可能であっ

た。 条刈リールヘッダでは刈り刃高さを低く維持する

ことが困難で，分割レシプロ刃では低く設定しても損失

が多かった（図 ）。

一方，脱穀選別損失は脱穀方式が受け網を持たないラ

スプバーシリンダ式の 機で多く，総流量の増加ととも

に ％程度に達する例もあるが，ワイヤーツースこぎ歯

シリンダ式の 機及び 機では多くの場合， ％を超え

ず最大 ％，スクリューロータシリンダ式の 機 機

では ％を超えなかった（図 ）。

機の脱穀選別損失は総流量が増すと増加し，莢水分

％では流量 で ％を超え， で ％

に達した。 程度の作業速度で莢水分が ％未満

であれば ％未満であり，刈り取り部損失の ％を加

え，損失合計 ％前後の収穫が可能であった（図 ）。

グレンタンクに収納された子実中の損傷粒割合は流量の

増加とともに減少する傾向にあり，最大 ％であった

（図 ）。

．収穫方法とアズキの加工適性

アズキの成分及び製あん特性

年産美瑛町産ではニオ積み区，コンバイン区とも

にタンパク質含有率がやや低い傾向にあったが，収穫法

による明確な差異は認められなかった。また， 年産

ニセコ産においてもニオ積み区とコンバイン区の間に明

確な差異は認められなかった。その他については，

年産北村・ニオ積み区の百粒重が小さく，タンパク質含

有率がやや低く，平均あん粒径も小さい傾向にあり，

年産十勝農試・島立て区の煮熟増加比及びあん収率

がやや低く， 年産十勝農試・ニオ積み区で百粒重が

大きく，平均あん粒径も大きい傾向にあり，北村・ニオ

積み区でタンパク質含有率が低く，デンプン含有率が高

い傾向にあるなど，年次により収穫法や産地により大き

な幅があり，一定の傾向は認められなかった（表 ）。

アズキの種皮色，生あん，加糖あんの色

表 上川・道央地方における生育・収量

年次 試験場所 品種名 播種日 草丈
（ ）

子実重
（ ）

百粒重
（ ）

屑粒率
（ ）

検査
等級

北村 エリモショウズ 下

ニセコ町 エリモショウズ 中

美瑛町 エリモショウズ 中

士別市 きたのおとめ

北村 エリモショウズ 下

ニセコ町 エリモショウズ 中

美瑛町 エリモショウズ 上

士別市 きたのおとめ 上

北村 エリモショウズ 下

ニセコ町 エリモショウズ 中

美瑛町 エリモショウズ 下

士別市 きたのおとめ 上



北海道立農業試験場集報 第 号（ ）

表 上川・道央地方における収穫体系と外観品質

年次 試験場所 収穫体系
成熟期
（月日）

完熟日
（月日）

刈取日
（月日）

島立
期間
（日）

ニオ
積み
日

（月日）

ニオ
積み
期間
（日）

脱穀日
（月日）

脱穀ま
での降
水量
（ ）

屑粒
率

濃赤
粒率
（ ）

雨害
粒率
（ ）

（ ）

種皮色

年

北村

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

ニセコ町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

美瑛町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

士別市

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

年

北村

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

ニセコ町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

美瑛町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

士別市

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

年

北村

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

ニセコ町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

美瑛町

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

士別市

ニオ積み

島立て

長期島立て

立毛

注 値が大きくなるほど鮮やかさが増す。 値が大きくなるほど色の赤み成分が増す。 値が大きくなるほど色の黄色成分が増す。
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図 アズキの直接収穫における刈り刃の高さと刈

り取り部損失

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）

図 アズキの直接収穫における脱穀選別損失

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）

図 機（ラスプバー） の莢水分と脱穀選別損失

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）

図 アズキの直接収穫における総流量と子実の損傷

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）

表 アズキの成分および製あん特性

年次 産地・処理
百粒重
（ ）

水分
（ ）

タンパク
（ ）

デンプン
（ ）

煮熟
増加比

あん収率
（ ）

あん滓率
（ ）

あん
粒子径（ ）

芽室町・スレッシャ

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

美瑛町・ニオ積み

十勝農試・島立て

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

美瑛町・ニオ積み

美瑛町・コンバイン

十勝農試・島立て

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

ニセコ町・ニオ積み

ニセコ町・コンバイン
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年美瑛町産では，ニオ積み区とコンバイン区の間

に種皮色の明確な差異は認められなかった。また，

年ニセコ町産においても種皮色，生あん色とも，ニオ積

み区とコンバイン区の間に明確な差異は認められなかっ

た。その他について， 年産の種皮色は，北村・ニオ

積み区の 値がやや低い傾向にあったが，加工業者で

製造した生あん及び加糖あんの色は，北村・ニオ積み区

と美瑛町・ニオ積み区の 値がやや低い傾向にあっ

た。また，加工業者で製造した加糖あんの色の比較で

は，北村・ニオ積み区と美瑛町・ニオ積み区の 値及

び 値がやや低い傾向にあった。 年産の種皮色

は，津別町・コンバイン区の 値及び 値がやや高

く， 値がやや低い傾向にあった（表 ）。

アズキの加工業者による製あん特性の評価

年産では，芽室町・スレッシャ区及び津別町・コ

ンバイン区で色の評価が高く，北村・ニオ積み区及び美

瑛町・ニオ積み区で品質のバラツキがやや多いとの評価

を得た。

年産での比較では，美瑛町産のニオ積み区の色，

味ともに良いとしたのに対し，コンバイン区ではあんの

色が濃く赤いとの評価であったがその他の区を含めて差

は小さかった（表 ）。

考 察

．十勝山麓・沿海地域，網走地方におけるアズキのピ

ックアップ収穫体系の適応性

更別村，津別町及び北見農試における 年から

年までの カ年にわたる栽植密度を変えた試験の結果か

ら，十勝山麓・沿海地域，網走地方においても密植によ

って成熟期及び完熟期が早まると言える。

アズキの登熟期間中の気温が低く推移したため生育が

遅延した 年は成熟期に達する前に初霜害を受けた

が， 年と 年はいずれの地域も初霜害の発生はな

く，生育遅延年を除けば十勝山麓・沿海地域，網走地方

においてピックアップ収穫が実施可能であると言える。

北見農試における完熟期は密植した早生のサホロショウ

ズでは中生のエリモショウズよりも 日早まるの

で，地域の気象に応じた品種選択によってピックアップ

収穫の適用は更に拡大できる。一方，完熟後に収穫した

アズキの煮熟増加比や屑粒率・外観品質は，低温年では

大きく低下しないが，成熟期以降，高温・乾燥条件で推

移する年には煮熟増加比が明らかに低下し，高温多雨年

では屑粒の増加が見られることから，ピックアップ収穫

体系においては完熟期に達したら速やかに収穫を行うこ

とが重要と判断される。

ビーンハーベスタによる収穫損失は莢水分や茎水分が

低下すると多くなる傾向にあり，完熟期後 週経過

し，裂莢や倒伏が甚だしくなると極端に増加する。落

表 アズキの種皮色，生あん，加糖あんの色

年次 産地・処理
種皮色

生あん
（加工業者）

加糖あん
（加工業者）

芽室町・スレッシャ

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

美瑛町・ニオ積み

十勝農試・島立て

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

美瑛町・ニオ積み

美瑛町・コンバイン

十勝農試・島立て

津別町・コンバイン

北村・ニオ積み

ニセコ町・ニオ積み

ニセコ町・コンバイン

表 加工業者による製あん特性の評価

年次 産地・処理 評価

芽室町・スレッシャ 色が良い（ 処理中最高）

津別町・コンバイン 色が良い

北村・ニオ積み 品質のばらつき多，赤っぽい

美瑛町・ニオ積み 品質のばらつきやや多

十勝農試・島立て 色，味ともに良い（差は小さい）

津別町・コンバイン あんの色が濃く赤い（差は小さい）

北村・ニオ積み あんの色が濃く赤い（差は小さい）

美瑛町・ニオ積み 色，味ともに良い（差は小さい）

美瑛町・コンバイン あんの色が濃く赤い（差は小さい）



粒・落莢・落枝損失は，密植にし，作業速度を速めるほ

ど少ない傾向にある。倒伏程度が“少”から“多”の範

囲であれば，作業速度を 程度まで早めることによ

り，損失 ％程度で収穫が可能である。

ピックアップスレッシャによる収穫損失は，生育遅延

年が ％，その他の例では ％と少なく，

ビーンハーベスタによる損失を含めた体系全体の損失は

％程度と考えられる。

ピックアップコンバインによる収穫損失は，完熟期を

週間以上経過した 年津別町では，標準栽植密度で

％に達し， 倍密植でも ％発生した。完熟期以降

週を超えない範囲では ％ ％の範囲に留まり，

倍から 倍密植栽培を行えば ％の損失に留

まったことから，完熟期から 週間以内に収穫すること

で損失を少なくでき，ビーンハーベスタによる損失を加

えても ％以内の損失で収穫可能であると判断できる。

．上川・道央地方におけるアズキのコンバイン直接収

穫体系の適応性

上川・道央地方において，登熟期以降高温に経過した

年及び 年には，コンバイン直接収穫に相当する

立毛収穫の雨害粒率（屑粒率及び濃赤粒率の和）はニオ

積みと差がなく，降雨量が多い場合も同程度である。一

方で島立て区や長期島立て区の雨害粒率は立毛区やニオ

積み区よりも多い例があり，長期島立て区では成熟期以

降の降水量が多いほど増加する傾向が認められる（図

）。特に成熟期頃になっても を超えた 年にお

いて濃赤粒率の増加が目立ち， エリモショウズ の種

皮色が登熟初期の温度に影響された。これは， エリモ

ショウズ の種皮色が 以上で濃い赤色に変化し ），

色相の変化は 以上で大きく， 以下で小さい ）と

する知見に符合する。このことから，上川・道央地方で

は，コンバイン直接収穫の方が島立てよりもほ場におけ

る品質劣化が少なく，ニオ積みに匹敵すると言える。

試験範囲の完熟期以降，コンバイン収穫を実施するま

での立毛期間は 日までであり，この期間内では雨害粒

率のニオ積みとの差は ポイントから ポイント，

平均で ポイントと大きく増加した事例は少ない。

しかし，立毛期間が長いほど雨害粒率が増加する傾向は

否定できず，完熟期に至れば速やかにコンバイン収穫す

ることが望ましいと言える（図 ）。

コンバインによる収穫損失の大半は刈り取り部で発生

し，刈り取り装置の優劣が明確に現れる。ビーンハーベ

スタと同様の丸鋸刃で切断するロークロップヘッダの損

失が最も少なく，倒伏程度や茎の形態により刃の作用高

さを畦頂部よりも低く設定することにより，容易に ％

以下の損失にとどめることが可能である。また，刃の高

さを畦頂よりも下に調整することはできないものの，

条刈のリールヘッダであれば損失 ％程度の収穫は可能

であり，この場合，ヘッダを低く維持することに留意を

要する。一方，脱穀選別損失はワイヤーツースこぎ歯や

スクリューロータの軸流式脱穀部を持つコンバインで少

なく，作業速度を速くして流量を増しても損失の増加は

認められない。しかし，丸鋸刃ロークロップヘッダを有

するコンバインの脱穀部は受け網を持たないラスプバー

直流式で，他の脱穀方式に比べて損失が多い。直流式脱

穀機構で流量の増加とともに未脱損失が増加することが

知られており ），当該機では莢水分が高いほどその程度

は大きくなるが，水分が高い場合は収穫時の茎葉の量に

竹中 秀行 他 アズキの機械収穫条件と品質

図 上川・道央地方におけるアズキの収穫法と雨

害粒率の関係

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）

図 上川・道央地方におけるアズキの立毛期間と

雨害粒率の増加（コンバイン直接収穫）

（ 年 年，北村，士別市，ニセコ町，美瑛町）
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応じて作業速度を調整することで損失を ％未満に維持

することができる。刈り取り部と脱穀選別部の最良の組

み合わせは丸鋸刃ロークロップヘッダと軸流式脱穀機構

である ）が，この時点で直接収穫における損失合計を

％に維持可能な機種はロークロップ丸鋸刃及びリール

ヘッダの 条刈コンバインである。

．アズキの収穫方法とあん原料及びあんの品質

年の美瑛町， 年のニセコ町におけるニオ積み

とコンバイン収穫のアズキの成分及び製あん特性，アズ

キの種皮色及びあん色は，それぞれの年次における収穫

法の違いよりも，同じ年次における産地間差異の方が大

きく，種皮色は同一品種であっても産地によって異なる

といった知見 ）や，同じ産地のアズキについてニオ積

み，ピックアップ収穫，直接収穫を行った場合の加工適

性分析，和菓子メーカーによる官能試験結果にも差がな

いとする知見 ）と一致する。また，同一の地域における

同じ収穫方法でも年次間の差が大きく，加工業者による

製あん特性の評価も，収穫法による一定の傾向は認めら

れない。従ってコンバインやスレッシャを用いたピック

アップ収穫方法及び直接収穫方法はアズキの加工品質を

損なわない省力的収穫方法として利用可能である。
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